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フラストレート磁性体における
多重Q秩序とスカーミオン格子
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場所 16号館 827

幾何学的フラストレーションの典型例である二次元三角格子上の古典ハイゼンベル
グ反強磁性体の基底状態は、最近接相互作用のみのモデルでは 120度構造と呼ばれ
る格子に整合な状態である。一方、二次近接・三 次近接の相互作用が主体となる状
況では、基底状態は格子に非整合なスパイラル構造になり、格子の三回回転対称性
を反映して、スパイラルを特徴付ける波数の方向に関して三重に縮退する [1,2]。120

度構造には無いこの縮退のため、一般には、複数の波数の秩序が混合した”多重 Q

状態”が実現する可能性が期待される。セミナーでは、このような三角格子古典ハイ
ゼンベルグ反強磁性体の磁場中での秩序化について、モンテカルロシミュレーショ
ンと平均場近似を用いて解析した最近の研究を紹介する [2]。有限温度・有限磁場で
は、多重Q秩序状態を含む複雑な相図が実現しており、特に、中程度の磁場で実現
する triple-q 状態は、トポロジカル励起である”スカーミオン”が三角格子状に秩序
化した、”スカーミオン格子”と呼ばれる状態になっていることを示しつつ、この系
の秩序化について議論したい。
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○今後の予定 :

夏学期の物性セミナーの予定は下記のWEBページで公開しております．

6月 29日 苅宿俊風氏 (東京大学理学系研究科)

立方晶逆ペロブスカイト物質 Ca3PbOにおけるディラック電子
7月 6日 松田巌氏 (東京大学物性研究所)

7月 20日 中村泰信氏 (東京大学生産技術研究所)

○物性セミナーのページ 「駒場物性セミナー」で検索！
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